



















リスト教知識普及協会（The Society for Promoting Christian Knowledge.
以後、SPCK と略記）であるとするのが慈善学校史に関する基本的な理解































































































ち 12 の教会区には 2 校以上あったという。総計 54 の学校が設立され、
それまで就学の機会のなかった同地域の 2,000 人以上の子供たちがおも
にリーディングを、また時にライティングや算数などの教育を受けた。
1705 年の報告ではロンドンに 56 校あり、生徒数は男子 1,462、女子 775
であった。1729 年には 132 校で 5,225 人の生徒が学んだとされる。イン
グランド全体についての初期の報告では、学校数は 1,099、生徒数は男
子 18,136、女子 2,170 であった。1730 年には 1,318 校、男子 19,348、女





急激に縮小した12）。1780 年のロンドンでは 164 校、男子 3,544、女子
2,498 である。また、生徒の男女比に当初から見られた不均衡は最後ま
で是正されなかった。ちなみに 1730 年のイングランドの人口推計値は










では 1707 年のスコットランド合同の 2 年後に SPCK スコットランド支
部が発足し、スコットランド教会の支援を受けて、1711 年に最初の 5
校が設立されたあと、世紀半ばまでに 150 校へと発展した。アイルラン
ドでは 1704 年にダブリンに最初の学校が建てられ、1717 年までに、ダ








検討と、18 世紀初頭の地域ごとの慈善学校の発展とそれへの SPCK の
関与についての検証の必要が議論されるようになっている。論文「英国



















































積極的に関った。17 世紀末以降の慈善学校から 18 世紀末の日曜学校へ、
さらには 19 世紀初頭以降のイギリス内外学校協会（The British and 
Foreign School Society）校や国民教育協会（The National Society for 
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